
静岡県連・60 周年記念山行報告書 

会   名 長泉麗峰山の会 報告者 後藤隆徳 

年 月 日 2026 年 04/19（日）～24（金） 

山   名 小笠原＝父島・衝立山（298ｍ）～ハートロック、母島・乳房山（小笠原諸

島最高峰・ちぶさやま・463ｍ）、母島・小富士（86ｍ） 

2 万 5 千図 兄島・母島北部    

     絶海の孤島・世界遺産の山を訪れる 
コースと 

  タイム 

4/19（日）三島 8:00-浜松町-竹芝桟橋発 11:00（船中泊） 

4/20（月）小笠原・二見港 11:35-クジラ・イルカ・カメ観察-南島接近- 

     二見港 16:02-「キャベツビーチ」（泊）-夕食後・女子「星空 

観察」ナイトツアー 

4/21（火）父島・北袋沢 8:32-衝立山 10:36-ハートロック 11:05（昼食） 

～45-北袋沢 14:00-小港海岸-エダサンゴ見学-宿（泊）夕食後・ 

女子「オオコウモリ」見学ツアー 

ツアー会社 アルパイン・ツアー（添乗員・中島政男＝国際山岳ガイド） 

ど～が～ https://susono-reihou.babyblue.jp/00-71mp4.mp4 

参 加 者 後藤、峰田、伊藤、ほか３名＝6 名＋添乗員 

4/19（日）晴 

「おがさわら丸」は、静かに竹芝桟橋を離れた。約 1000ｋｍ先の小笠原・父島の二

見港を目指した。天気は良好で波は穏やか。二見港まで約 24 時間。長い船旅だ。船

内は図書室・テレビ室・ピンポン台などの娯楽施設はなく退屈。 

鉄道事故があると乗船出来ないので余裕を持って三島駅を出発。実際、翌日、青森

の地震で東京～静岡間の新幹線が一時運転を見合わせた。やはり油断は禁物だ。（こ

の原稿を書いている日も停電で一時不通だった） 

■                                    

ツアー客室は、2 等和室でカーペット敷きの広間だが、今回はオプションで個室の

特 2 等寝台（往復 28、580-）を頼んだ。TV も付いている。 

 航海中、携帯は不通。トイレは、ウオシュレット。風呂はなくシャワー（ドライヤ

ーなし。ちなみに、大洗～苫小牧は風呂あり）食事は、レストラン利用だが高い。生

beer はある。 

外洋に出て台風４号余波で船は大いに揺れたが無事父島到着。酔い止めのお陰で酔

わなかった。船内で昼食・オムライス＋beer、夕食・牛丼＋beer を食べた。とにかく、

小笠原着まで長く「修行」だった。 

19 日の経費＝タクシー・長泉町～三島駅 900-（長泉町の割引あり）、新幹線往復（東京～浜 

松町）6480-（ジパング２割引）、昼食・オムライス 1250-・beer800-、夕食・ 

牛丼 1050-、beer800- 



 

船チケット               おがさわら丸 

 

オムライス               父島・二見港 

 

ペンション「キャベツビーチ」      遊覧船 

 

4/20（月）晴 ザトウクジラ・ミナミバンドウイルカ・アオウミカメ観察、南島上陸 

30 分遅れで父島・二見港着。民宿の迎えなどでごった返していた。朝小雨模様だっ

たがすぐ晴れた。ちなみに小笠原は東京都で車は品川 NO。宿の「キャべツビーチ」で



昼食後、ボニン・ブルー（ボニンとは、無人・無人島が転じた） 

・・・東京都に属しながら南へ約 1000km の絶海の群島。かつて島を開拓したハワイや欧米系

の人々が「無人（ぶにん）」を「ボニン」と発音したことから ボニンアイランドの愛称でも

呼ばれ、底抜けに明るい海の青は「ボニン・ブルー」と呼ばれてきた・・・ネット 

 

の海に遊覧船でクジラ・イルカ・カメの観察・南島上陸に出掛ける。 

ガイドは、若い女子の海那さん、船頭も若い安倍さん。港を出てすぐ、ザトウクジ

ラを発見。親子といい、盛んに海面を叩いたり、ジャンプ（ブリーチング）をしてい

る。全員、興奮気味で写真を撮りまくった。 

ザトウクジラは冬から春、交尾・出産・子育てで小笠原に来るという。親は体長 13

～14ｍ。体重 40 トンくらい。特徴は、極めて長い胸ビレ（巨大な翼）が特徴。水族

館では絶対観察できないクジラを見られたのは幸運だった。 

ホエール・ウオッチングを終えて船は南島に向かった。ミナミバンドウイルカが何

頭か見えたが、イルカはクジラほど大きくない上、すぐ潜ってしまうので、ゆっくり

観察出来ない。 

 外海に出ると、まだ台風４号の余波が大きく、船は木の葉のように大きく揺れる。 

 

 
ザトウクジラのブリーチング（遊覧船は大きく揺れて撮影が難しい） 



 

 

南島が近づくと更に大きくなる。酔い止めがないと完全に酔うだろう。 

南島・・・父島の南西にある無人島。古第三紀から新第三紀由来の典型的な沈水カルスト地

形がみられる。かつては常緑低木が生い茂っていたが、ヤギの食害により所々に地面が露出

した現在の姿になった。植生回復のため昭和 40 年代にヤギが駆除され、2003 年（平成 15 年）

からは自然保護の観点により観光客の入島に際してルールが定められた・・・ネット 

 

そんな感じで出来れば上陸したい所だった。しかし、波が凄い。結局、船長は上陸

を断念した。過去、転覆事故もあったと聞くし、沖縄の事故もあり、むしろホッとし

た。ウロウロしていると、アオウミガメがサーと泳いで行った。 

帰りは、再びイルカ・カメの観察。カメもすぐ潜るのでゆっくり観察は出来ない。

ちなみにカメは絶滅危惧種だが、１シーズン１２５頭まで捕獲が許され、食用にされ

ている。実際、その日、夕食に刺身が提供された。 

翌日、市場で甲羅を逆さにしたカメが居たそうだ。解体は、まず体を引っ張って甲

羅から剥がすという。何と残酷。ツアー仲間は、それで刺身が食べられず私にくれた。

船は無事二見港に着いた。小船は怖い。ヤレヤレだった。 

 

ミナミバンドウイルカ          二見港のおがさわら丸 



宿は、両親と娘、婿がやっていた。娘と婿は、静岡・清水市で勉学し、結婚して子

供（現在１歳半）が生まれ、島に来たと言う。宿はやや古く、急な階段に手すりがな

かった。風呂は、10 名くらい入れる大きなもので湯を満たすに 30 分掛かる。結局、

使わずじまい。連泊だったがシャワーだった。 

玄関にミネラル・ウオーターを 100 円で売っていたが、何と「御殿場アイリス・オ

ーヤマ」の「富士山天然水」だった。宿料金は、1 人部屋＝13200-、2 人部屋＝9900-。

ただ、二人部屋は広くイイ感じだが、一人部屋は、ベッドが二つあり、ドアがベッド

に引っ掛って、完全に開かなかった。（これって防災上問題では？）値段的にも、二

人部屋が絶対良かった。 

他、夕食は外食（ツアー料金に含む）、朝食は、婿が作った弁当だった。2 階のロ

ーカは、ギシギシ五月蠅い。トイレは、男性器が 2 か所、使用禁止だった。全体的に、

イマイチの宿だった。 

夕食は、近くの「まんた」でいただいた。魚料理が中心で美味しかった。話題の「ァ

オウミガメ」の刺身が出た。現地の方の話では、食感は「馬サシ」に似ているだが、

柔らかくキレイな肉だった。 

問題は、日本酒で何故か島は高い。驚いたのは、注文量が、0.5 合からで 700-だっ

た。内地なら 1 合の値段だ。結局、1 合＝1400-を飲んだ。夕食後、女子はナイトツア

ーで星空観察に出掛けた。夜は暑く冷房を入れた。 

 

20 日の経費＝宿用缶 beer6 本＝1380-、夕食時＝日本酒 700-×2＝1400-、beer＝800-、 

夕食後、女子２名は、ナイトツアーで「星空観察」に出掛けた。（オプシ 

ョン＝5500-） 

 

島寿司                 高価な日本酒 

 

4 月 21 日（火）晴・暑い  衝立山～ハートロック  北袋沢約 0ｍ～衝立山 298ｍ＝約 298ｍ 

小笠原は暑かった。ただ、湿度は低い。この日は、父島・衝立山（298ｍ）から千

尋岩（ハートロック）＝「海から仰ぐと崩壊した赤い岩がハート形の崖」に上る。 



港でガイドの「ヨシイ」氏と合流。父島はガイド付きでないと入山出来ない。ヨシ

イ氏は、饒舌、日焼け真っ黒、声太く小太り、坊主で悪役俳優の何とか（失念）にそ

っくりだった。 

車で北袋沢に移動し登山開始。登山口に外来種対策のゲートがある。靴底をブラシ

でキレイにし酢酸の強いスプレーを掛ける。同時に入山人数をカラー石でカウントす

る。カラー石は、島民（灰）・ガイド研究（白長）・観光（白丸）・行政仕事（黒）

と分けていた。 

我々は、当然、観光で「白丸」を入れた。丁度、その時、野生化した猫捕獲の NPO

の方が来た。猫は、野鳥のタマゴを食べ問題化している。捕獲猫は、本土に送り飼い

慣らし、愛猫家に譲渡するという。ほか、山には固有種のカタツムリを食べてしまう

外来種のトカゲ捕獲の罠もあった。野生化したヤギも問題という。 

 

入山カウンター             靴底清掃 

 

・・・小笠原諸島でカタツムリを食べるトカゲとして問題になっているのは、外来種のトカ

ゲ「グリーンアノール」（北米産のアノールトカゲ）です。近年、小笠原の固有カタツムリ

類を含む在来生物への捕食圧が高く、駆除・対策が進められています・・・ネット 

 

しかし、ガイド曰く、そもそも島の動植物は本来、全て外来種という。島が出来た

のは約 4800 万年前。そこで最初に住み着いた動植物で進化し、他にない種になった

ものが、固有種と呼ばれる。 

従って、後発は全て外来種となる。そんな意味で、固有種・外来種の定義は難しい。

ちなみに、島に届く種には、三つのＷがあるという。１．ウインド（風）、２．ウエ

ーブ（波）３．ウイング（翼・鳥） 

 ジャングルみたいな森を上る。シダ・コケ類が多い。登山道は、旧日本軍の道路に

沿っていた。戦時中、この島は日本軍が駐在し活動を続けた。島中にトーチカ・洞穴・

戦車・軍用車の残骸が沢山残っていた。 



 

衝立山                 旧日本軍残骸 

 

車両残骸（タイヤは腐っていない）     ニッサンのロゴ 

 

軍用車残骸のタイヤなど、未だ腐っていないのに驚いた。考えてみれば、父島は、

あの硫黄島から僅か 300ｋｍ弱。父島も相応の戦禍があっただろう。現在は観光で多

くの方が訪れる。平和は有難いものである。 

しかし、こんな急な岩山によく道路を作ったものである。当時は、樹木はなく見通

しは良かったという。畑の跡も多い。主にサトウキビ栽培だったという。 

天気は良かった。谷間に二見港が見えた。山は岩っぽかった。島は火山が浸食され

たのでなく海底から隆起したという。従って、小笠原は死火山で温泉は出ない。 

ちなみに島の電気はディーゼル・エンジンで発電機を回している。火力発電ではな

い。水は一応、ダムはあるが、海水淡水化もしているようだ。 

意外だが、島は雨が少ない年が続いているようだ。そうこうしているうち、衝立山

を経て大下りし、ビューポイントのハートロックに着いた。誰か間違えて「ハードロ

ック」だった。 

場所は、先日の海からの写真の頭だった。素晴らしい天気・展望・陽光。一見、伊

豆の海岸のような錯覚だが、ここは間違いなく絶海の孤島だった。 



 

ハートロック（ネット）          明日行く母島 

 

ハートロック（後は南島） 

 

眼前に横たわるのが、前日、上陸できなかった南島。左に明日行く母島が見えた。

母島、乳房山（ちぶさやま・462ｍ）は、小笠原の最高峰。 

ここで昼食のおにぎりを食べた。美味しかった。午後は、衝立山に上り返し、なだ

らかな周回コースを下った。ここも、旧日本軍の残骸が多く見られた。更に下るとガ

ジャマルの大木があった。これらは、開拓地の「日よけ」で植えられたという。現在



は、ジャングルだが、当時は何もない裸山で日よけが必要だったという。 

山を下りて小港海岸に寄った。ここはバスが来ていて、停留所は、「東京都最南端

のバス停」と書いてあった。美しい弓状の白砂の海岸で、カメの産卵場でもあるとい

う。ちなみに、小笠原は特に海水浴場はなく、どこでも泳いでイイらしい。当然、「海

の家」など無粋なものはない。極めて自由・自然・天然なのだ。 

小港海岸を後にし、途中、「エダサンゴ」を観察。この日、大潮で海岸に下りて、

しっかり観察できた。エダサンゴは、名前の如く、細い枝形で出来ているサンゴ。サ

ンゴを歩いて観察できるのは、さすが小笠原だろう。海岸に死骸が沢山散乱している

が、持ち帰りはご法度だそうです。 

 

ガジャマルの木        小港海岸 

  エダサンゴ 



港でガイドと分かれた。饒舌なガイドだった。プロだから知識は豊富。欠点は、や

や五月蠅い。休憩は 30 分置きで、「水分を取れ、帽子を被れ」と、まるで小学生の

遠足だ。 

宿に着いたが、頼んでおいた風呂は入っていなかった。従って、またシャワー。夕

食は、外食で洋風居酒屋「チャラ」だった。添乗員が気を使って、昨日の魚料理から

肉料理にしたが、味はイマイチだった。例によって、日本酒は高い。音楽も五月蠅か

った。 

帰着後、女子は「オオコウモリ」観察ツアーに出掛けた。（オプション・5000-）

コウモリは、ガジュマルの果実が好きで、夜、集まるそうだ。夜は、また暑く冷房を

入れた。 

21 日の経費＝土産 650-、800-。行動食 600-。夕食時日本酒 950-。 

 

コースと 

  タイム 

4/22（水）乳房山登山＝父島発「ははしま丸」7:00-母島 9:11-登山口 10: 

16-山頂下（昼食）-乳房山 13:00～15-登山口 16:00-「ラメーフ」 

（泊） 

4/23（木）小富士登山＝宿発 7:00-登山口 7:56-小富士 9:17～32-登山口 

     10:45-観光-母島・沖港 12:00-父島・二見港 15:00（船泊） 

4/24（金）竹芝桟橋 15:30-東京駅-三島駅 17:00-長泉町 

 

4 月 22 日（水）晴・暑い  母島・乳房山（463ｍ）登山  標高差＝463ｍ 

宿の婿殿の朝弁を食べて二見港に向かう。朝弁は、美味しかった。港から「ははし

ま丸」で母島に向かう。天気は良好、約２時間掛かる。料金は片道、4780-。ツアー

料金に含まれている。 

母島に着き、港でガイドと合流し、徒歩で山に向かう。母島登山はガイド不要だが、

ツアーはガイドがついた。経費を考えれば、不要でもイイが教授はある。今回のガイ

ドは、中年の〇〇さんだった。 

ガイド仕事が無い時は、高齢者の介護をしているという。夫婦で都住宅に住んでい

る。家賃は２万円とのこと。港でこの日の行動打ち合わせをした。乳房山は時計回り

で周回できる。 

ただ、だいぶ前、頂上付近で崩壊があり、しばらく通行止めだった。その辺をガイ

ドに確認したら「会社（アルパインツアー）から周回は聞いていない」という。エエ

エ～だった。というのは、周回可否が一番心配で出発前にアルパインに確認したら、

担当の「椙山氏」が問題はない。周回可の返事を貰っていた。 

添乗員の中島氏は私に権限はないので会社に聞いてみると携帯をしたが、椙山氏は

不在だった。しかし、ガイドは昨日も同じコースをガイドしたという。 

これまたエエ～だが、それなら、行けるか行かない分かりそうなものだろう。結局、

行ってみたら、完璧な桟橋があり、子供でも全く問題ない状況だった。 



一体、お客を何だと思っているのか。こちらは高い金と時間を使って生涯唯一の小

笠原に来ているんだ！！！だからツアー登山は嫌いだ。「杓子定規・臨機応変」が欠

如。崩壊してどうしてもダメなら仕方がない。 

しかし、この状況で「聞いていない」はないだろう。何だかんだあったが、ともか

く登山開始。右手に水源地があり、そこが周回の下山口だった。天気は良かった。急

登を行く。板根（ばんこん）という、凄い根があった。この木の実は、「ウルトラマ

ン」顔のような実。ウルトラマンの生みの親は沖縄出身の方で、この実からウルトラ

マンを発想したという。 

 

・・・桃玉名（モモタマナ）シクンシ科モモタマナ属の木の板根。熱帯の木にはこのような

板根をもつものが見られます。これは熱帯の土は層が薄く、根を土の中に深くはることが困

難なため、根が板状にはりだし、倒れないように樹木を支えるためだといわれています。 ま

た巨大な根は栄養分が少ない地面から、効率的に栄養を吸収する役割ももっています・・・ 

 

・・・母島も 1 月は北東の風の日が多く、少し肌寒く感じる日もありますが森・山歩きには

最適な季節です。昨日、乳房山を歩いているとモモタマナの葉が赤くなり落葉している場所

がありました。周囲にはやはり赤く色づいているモモタマナの実が沢山落ちていました。 

ネズミの食痕なのか果肉が食べられているモモタと以前ウルトラマンの顔に似ていると聞い

たことを思い出しました。ウルトラマンの生みの親は沖縄出身のかただそうですが、モモタ

マナの実からウルトラマンの顔を発想したのだそうです。素晴らしいインスピレーション！

ウルトラマン懐かしいな、と思いながらウルトラマンの歌を歌いながら下山しました・・・

ネット 

 

板根                   ウルトラマンの実 

 

この日は、固有種のカタツムリも沢山観察した。この時期、極めて小さくマッチ棒

の頭位だ。慣れると結構探せた。また、このカタツムリを食べるイモリの罠が沢山仕

掛けられていた。 



 

ジャングルを行く            オガサワラオカモノアラガイ 

 

・・・オガサワラオカモノアラガイ 小笠原諸島に分布する唯一のオカモノアラガイ科の陸生

貝類２種のうちの１種で、樹上性（樹の上部で生活する）で小笠原固有種のカタツムリです。 

国指定の天然記念物であり、環境省レッドデータでは絶滅危惧 II 類 (VU)に指定されていま

す・・・ネット 

そんなこんなで、山頂直下で昼食のオニギリを食べた。美味しかった。山頂が近く

なると霧が出た。午前中は良いが気温が上がると霧が出る。島の気候はそんな感じ。

昼食場所から山頂はすぐだった。山頂は狭く樹木が多く、視界は広くない。北にわず

か切り開きがあるがパッとしない。 

記念写真と記念色紙（山頂の鉄板に白紙をあて、クレヨンで擦り、山頂名を浮かば

せる）このやり方は初めての経験だった。乳房山山頂でのセレモニーを終えて下山に

移る。 

例の崩壊地は、鉄製の立派な桟橋が掛り、子供・高齢者でも全く問題なかった。「聞

いていないは契約の問題か？」下山コースは左が断崖絶壁で展望はサイコーのコース。

ここを歩かない手はない。 

 

乳房山山頂                三等三角点 



 

 

途中、また旧日本軍の塹壕・残骸・ムニンネズミモチ・アフリカマイマイの殻を見

学・観察。マイマイは、世界最大のカタツムリという。食用で持ち込まれた外来種だ

が、寄生する線虫は人間にも寄生し死亡例もあるという。そして朝、確認した水源地

の下山口に無事下りた。 

 

・・・常緑中低木ムニンネズミモチ（無人鼠黐；モクセイ科イボタノキ属）。各島の海岸に

近い岩場から山の中まで広く生える。3 月～4 月頃に白色の多くの小花が密集して咲きます。

全縁の葉は対生し、厚みがある葉の表面は光沢がある。・・・ネット 

 

ムニンネズミモチ            アフリカマイマイの殻 

 

すぐ左に島では大きいスーパーがあった。翌日は離島で忙しいので、ミヤゲとか購

入した。目玉は、「パッションフルーツ」これは外食時、デザートで出されて美味し

かった。３個入りを２袋買った。（甘くなるまで時間が掛かるので、10 日後、食べた

ら、サイコーの味でした） 

ここは、カードが使えた。父島も生協と農協はカード Ok だった。ちなみに、「お

がさわら丸」は使えない。宿までブラブラ行く。途中、小笠原母島観光協会で立派な 



 



「乳房山登頂記念証」を頂いた。いつから発行か不明だが、NO.14846（イイよー、 

ハハシマ）だった。サービス満点。 

宿は、夫婦でやっている、オシャレなペンション「ラ・メーフ」。フランス語の造

語のようだ。皆は部屋に入ったが、私は庭のベンチで一人 beer。靴下を放り投げた。 

 

 
乳房山山頂 

 

パッションフルーツ             乳房山登頂記念証 

 



 

アオウミガメの刺身            庭のバナナ 

 

素足の解放感がたまらなかった。火照った体に冷えた beer が染み入った。庭にバ

ナナが吊り下げてあった。理由は不明。部屋は一人部屋だが、風呂・トイレは、狭い

ユニット・バスだった。 

そんなことでトイレは、ウオシュレットでなかった。女子３名は、離れで広い部屋

で良かったようだ。トイレもウオシュレット。 

夕食は、まあまあ良かった。魚のフライが美味しかった。ここでも、アオウミガメ

の刺身が出た。夜は、また暑く冷房を入れた。 

22 日の経費＝ファッション・フルーツ（6 個）1740-、beer300-、トマト 248-、夕食時の beer800- 

 

4/23（木）晴 小富士（86ｍ）登山 標高差＝86ｍ 

島での最終日、小富士ハイキング。朝食は、洋食でパンだった。島はパンが貴重品

という。そもそも、父島ではパンを焼く店がないという。 

宿にガイドが来た。昨日のガイドの他、女性ガイドが来た。やっぱり女性ガイドは

説明が繊細だった。ガイドの車で登山口に向かう。 

早朝だが、道路脇で樹木伐採をやっていた。ガイドに聞いたら、こちらは暑いので

作業は早朝～15 時で早終い。また、昼食はヨーロッパ並みに、自宅でゆっくり頂くと

いった。（素晴らしい！！） 

天気は快晴。完璧なハイキングで上る方が多いようだ。売りは「日本最南端のふる

さと富士」だった。コースは全く問題ない。ただ、暑いだけ。本土？？に帰って、む

しろ涼しいような寒い日が続き、やっぱり 1000ｋｍ南は違うと感じた。 

簡単に小富士に立った。標高は確かに高くないが、断崖絶壁のトップ。好天で展望

は申し分ない。女性ガイドがミニトマトを配った。甘くて美味しかった。一連のセレ

モニーを終えて下山。 

これで小笠原の行動は全て終了。あとは帰着するだけ。途中、父島で声はするが、

なかなか見られなかった、「アカガシラカラスバト」（天然記念物・希少種）をよう 



 

ラメーフ                夕食 

 

アカガシラカラスバト 

 

やく観察。最後の最後、御褒美かな？？ 

「ははしま丸」で父島・二見港に着く。「おがさわら丸」は 15：00 発。船は快晴

の二見港を離れる。聞いていたが、半端ない盛大な見送りだった。 

小船の見送りは、20 隻くらいか。最後は、若い衆？？が海に飛び込んで、感情を爆

発させる。ちょっと感傷的になった。 



  

母島・小富士 

 

まあまあ、いい旅だった。たかが、4 日で小笠原を全て把握するのは無理だ。次の

便まで滞在すれば、更に堪能できるが・・・。白い航跡を残し、船は父島を離れた。

サヨナラ、小笠原。ありがとう。 

 

23 日経費＝beer（船内用）860-、夕食・ハンバーグ定食 1550-、beer800-、 

24 日経費＝朝食スパゲッティ―1200-、beer800-、三島駅～長泉町タクシー1400-（途中寄り

道あり）                     

以上 

その他 

おがさわら丸居室は、往路と復路で場所が違った。往路は、NO.538、復路は NO、552。 

この数字の違い、538 は乗船フロアの右（進行前方）552 は、左（進行後方）だった。

往路は感じなかったが、復路は、バーバー、エンジン音・振動が凄かった。船構造図

を見たら、エンジン・排気口は、フロアの後方にある。 

フロア前と後ろでは、騒音・振動は相当違う。ちなみに、「レディス・ルーム」は

最前方だった。ここは、特２等寝台同料金だが、女性優遇か？ 

帰着後、分かったが、この料金 35750-は、通常期と 7・8 月では後者が 4000-高い。 



ちなみに、一般の 2 等和室は、23640-。2 等寝台は、26930-。夜中、暑さもあり休め

なかったので、「船内徘徊」した。徘徊も船が揺れるので楽でない。ところが、不思

議なもので、何時間後は往路のように静かになった。 

あの騒音は、一体何だったのか。おがさわら丸の怪でした？？！ 

 

 

盛大な見送り（最後は海にダイブする） 

 

 
また、来る日まで・・・サヨナラ！！ 


